様式第４号（表面）

　　　　　　退　職　手　当　基　金　貸　付　金　借　用　証　書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　金　　　　　　　　    　　円

　上記金額を本日次の条件及び裏面特約条項を承認のうえ借用しました。

１　資金の用途
２　利率　　　　　　　　　　　年  　　　％

３　償還期限　　　　　　年　　月　　日

４　据置期限　　　　　　年　　月　　日

５　元利金の償還方法及び期日　　　年据置　　年年賦元金均等償還による                       　ものとし償還年次表による。

６　元利金の支払場所　　組合長の定める場所

７　返済方法　　　　　　あらかじめ組合長から送付を受けた納入通知書に

より、その償還期日までに当該年度の償還額を払い込むものとする。

　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　市（町）長　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(□,印)
　　兵庫県市町村職員退職手当組合

　　　組合長　　　　　　　　　　様

様式第４号（裏面）

特　　　約　　　条　　　項

　１　利息の計算

　　　利息は、借入れの翌日（その日が銀行の休日に当たる場合には、その日後においてその日に最も近い銀行の休日でない日とする。）から計算するものとする。

　　　償還期日までの期間が１箇年に満たない利息は、１箇年の月割をもつて計算する。１箇月に満たない端数日のある場合は１箇月とみなす。

　２　繰上償還

　 (1)　借入団体は、借入金の全部又は一部を繰上償還することができる。　この場合あらかじめ繰上償還申請書を組合長に提出するものとする

(2)　組合長は、借入団体が貸付金を目的以外の目的に使用したときは、

借入団体に対し貸付金の全部又は一部を繰上償還させることができる。

　 (3)　繰上償還の場合における元利金の償還期日は、組合長が指定する。　３　延滞利息

　　　借入団体は、元利金の償還を遅延した場合は、償還期日の翌日から償還当日までの日数に応じ、その額につき年１０．０パーセントの割合で計算した延滞利息を払い込むものとする。

　４　報告

　　　借入団体は、借入金の償還が終わるまでの間に下記各号に該当する場合は、その都度速やかに組合長に報告するものとする。

　 (1)　借入団体の名称を変更した場合

　 (2)　廃置分合又は境界変更を行い借入金の債務の継承を生じた場合

　 (3)　借入金を財源として施行予定若しくは施行中の事業又は施行した事業を中止し、廃止し、又は計画を変更した場合

　 (4)　前各号に掲げる場合のほか、組合長から指示を受けた場合

　５　その他

　　　この特約条項に定めない事項が生じた場合は、組合長の指示によるものとする。
